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８
月
20
日
（
日
）、
大
釜
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
於

い
て
、
自
治
会
員
57
名
が
出
席

し
て
「
大
釜
南
自
治
会
臨
時
総

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

臨
時
総
会
の
議
案
は
、
自
治
会

規
約
の
「
第
3
章
（
役
員
）
の

一
部
改
正
（
案
）
に
つ
い
て
」
が

提
案
さ
れ
出
席
者
の
満
場
の
賛

成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
改
正
案
は
、
近
年
、
自
治

会
運
営
を
執
行
し
て
い
る
理
事

（
役
員
）
の
後
任
の
な
り
手
が
少

な
く
、
役
員
の
高
齢
化
と
出
身
地

区
に
偏
り
が
あ
り
、
現
役
員
が
次

の
新
役
員
を
探
せ
な
け
れ
ば
、
な

か
な
か
役
員
を
降
り
ら
れ
な
い

仕
組
み
で
は
、
今
後
の
自
治
会
運

営
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
ま

い
り
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
自
治
会
で
は
、
令

和
2
～
4
年
度
の
3
年
間
の

班
長
さ
ん
方
（
延
べ
161
名
）
に 

新
・
旧
の
改
正
項
目
に
つ
い
て
、
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
今
後
、
令
和
6
年
度
が
役

員
改
選
の
時
期
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
回
の
規

約
改
正
に
基
づ
き
、
各
地
域
か
ら
平
等
に
、
役

員
が
選
出
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
治
会
執
行
部
の

方
々
が
、
班
長
さ
ん
方
と
話
し
合
い
な
が
ら
、

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

総
務
部
よ
り 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第
3
回
班
長
連
絡
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た 

８
月
20
日
（
日
）、
大
釜
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
行
わ
れ
た
、
大
釜
南
自

治
会
臨
時
総
会
に
引
き
続
き
、
30
名
の
班
長
さ

ん
が
出
席
し
て
、
令
和
5
年
度
第
3
回
班
長

連
絡
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

会
議
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
中
止
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
、
9
月
10
日
に
行
わ
れ
る

「
第
16
回
大
釜
南
自
治
会
自
主
防
災
総
合
訓

練
」
に
つ
い
て
、
訓
練
内
容
の
説
明
と
班
長
さ

ん
の
役
割
や
班
員
へ
の
訓
練
参
加
の
呼
び
か
け

な
ど
の
協
力
要
請
が
防
災
防
犯
部
か
ら
あ
り
ま

し
た
。 

ま
た
、
総
務
部
か
ら
令
和
6
年
度
か
ら
の
自

治
会
役
員
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
班
長
さ
ん
方
へ
選
出
へ
の
協
力
要
請
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

防
災
防
犯
部
・
総
務
部
よ
り 

持続可能な自治会運営を図ることを目的に、自治会規約 第 3 章（役員）に

関する規約の一部改正のため「大釜南自治会臨時総会」が開催されました 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
持
続
可
能
な
自

治
会
運
営
の
た
め
の
、
自
治
会
役
員
の
選
出
方

法
に
つ
い
て
意
向
調
査
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
。
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、
自

治
会
だ
よ
り
で
、
会
員
の
皆
様
に
は
お
知
ら
せ

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

意
向
調
査
に
基
づ
き
、
班
長
連
絡
会
議
の
都

度
、
班
長
の
皆
様
に
は
結
果
を
報
告
し
な
が
ら
、

選
出
方
法
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
模

索
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

こ
の
度
の
、
一
部
改
正
の
内
容
は
、
各
地
区

の
一
戸
建
て
住
宅
に
お
住
い
の
自
治
会
員
の
戸

数
世
帯
割
で
、
自
治
会
運
営
に
必
要
な
役
員
数

を
割
振
り
し
て
、
各
地
区
か
ら
平
等
に
役
員
を

選
出
し
て
、
会
員
皆
で
交
代
し
な
が
ら
、
自
治

会
運
営
を
行
う
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

尚
、
ア
パ
ー
ト
（
集
合
住
宅
）
に
お
住
い
の

方
は
移
動
が
あ
っ
て
順
番
制
を
組
め
な
い
の

で
、
今
回
の
改
正
で
は
対
象
に
含
ん
で
お
り
ま

せ
ん
。 

ま
た
、
臨
時
総
会
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
会

員
の
皆
様
へ
は
、
9
月
1
日
付
の
回
覧
で
議
案

書
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
高
覧
の
上
、 

  

写
真
左 

挨
拶
す
る
田
沼
会
長
と
臨
時
総
会
に
参
加

し
て
議
案
の
説
明
を
聞
く
会
員
の
皆
さ
ん 

 

写
真
左 

ボ
ー
ド
を
使
用
し
て
班
長
さ
ん
に
自
治
会
役

員
選
出
に
つ
い
て
シ
ナ
リ
オ
を
説
明
す
る
竹
鼻
副
会
長 



[２] 令和 5 年９月１５日      大 釜 南 自 治 会 だ よ り 

  

行
事
予
定
（
9
～
11
月
） 

○
9
月
19
日
（
火
）
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
い
き
い
き
百 

歳
体
操
・
茶
会
）
コ
ミ
セ
ン 

○
9
月
24
日
（
日
）
市
民
体
育
祭
中
期
大
会
（
ス
ロ
ー 

ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
駅
伝
）
大
釜
グ
ラ
ウ
ン
ド
他 

○
9
月
28
日
（
木
）
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
元
気
ス
ポ
ー 

ツ
大
会
）
滝
沢
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー 

○
10
月
1
日
（
日
）
秋
の
ク
リ
ー
ン
活
動
（
午
前
六
時
） 

○
10
月
13
日
（
金
）
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
第
4
回
介 

護
予
防
教
室
）
コ
ミ
セ
ン 

○
10
月
24
日
（
火
）
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
い
き
い
き
百 

歳
体
操
・
茶
会
）
コ
ミ
セ
ン 

○
11
月
2
日
（
木
）
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
元
気
ス
ボ
ー 

ツ
大
会
）
滝
沢
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー 

○
11
月
14
日
（
火
）
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
い
き
い
き
百 

歳
体
操
・
茶
会
）
コ
ミ
セ
ン 

あ
と
が
き 

今
年
の
夏
は
真
夏
日
や
猛
暑
日
が
続
き

い
さ
さ
か
バ
テ
気
味
で
し
た
が
会
員
の
皆
様
に
は
お
元

気
で
し
ょ
う
か
？ 

5
類
に
移
行
し
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
の
で
会
員
の

皆
様
に
は
ご
油
断
な
く
！ 

 
 
 
 

（
Ｏ
・
Ｔ
） 

 

夏
の
ク
リ
ー
ン
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た 

8
月
6
日(

日)

、
午
前
6
時
か
ら
夏
の
ク
リ

ー
ン
活
動
が
行
わ
れ
、
昨
年
よ
り
18
人
少
な
い

116
人
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回

も
、
地
区
内
の
通
学
路
や
幹
線
道
路
及
び
バ
ス

停
付
近
の
草
刈
り
、
各
公
園
の
フ
ェ
ン
ス
際
や

ご
み
集
積
所
の
周
り
・
花
壇
の
草
取
り
な
ど
、

中
学
生
た
ち
は
、
道
路
の
ゴ
ミ
拾
い
に
参
加
し
、

地
区
住
民
と
一
緒
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 

生
活
環
境
衛
生
部
よ
り 

次
回
「
秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
は
、 

10
月
1
日
（
日
）
の
朝
6
時
か
ら
で
す 

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
安
全
安
心

な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
行
か
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

総
務
部
よ
り 

 

長
年
に
わ
た
る
活
動
が
認
め
ら
れ
表
彰
さ

れ
ま
し
た 

 

6
月
23
日
（
金
）
、
ビ
ッ
ク
ル
ー
フ
滝
沢 

大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
、
令
和
5
年
度
滝

沢
市
防
犯
交
通
安
全
協
会
連
合
会
総
会
の
席

上
に
於
い
て
、
自
治
会
員
の
長
岡
喜
榮
さ
ん

が
自
治
会
役
員
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
防

犯
活
動
及
び
交
通
事
故
防
止
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る
事
が
認
め
ら

れ
、
防
犯
交
通
安
全
功
労
者
と
し
て
切
金
一

夫
滝
沢
市
防
犯
交
通
安
全
協
会
連
合
会
長
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
大
釜
南
自
治
会
推
薦
で
滝
沢
市
少

年
補
導
員
を
務
め
て
お
ら
れ
る
、
自
治
会
員

の
大
峠
弘
司
さ
ん
が
、
武
田
哲
滝
沢
市
長
か

ら
永
年
勤
続
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

6
月
28
日
（
水
）
、
盛
岡
西
警
察
署
大
会

議
室
で
開
催
さ
れ
た
、
盛
岡
西
地
区
防
犯
協

会
連
合
会
の
令
和
5
年
度
通
常
総
会
の
席
上

に
於
い
て
、
自
治
会
員
の
土
井
尻
一
徳
さ
ん

が
、
長
年
に
わ
た
り
自
治
会
活
動
で
防
災
防

犯
部
長
と
し
て
、
青
色
回
転
車
両
に
よ
る
防

犯
活
動
を
は
じ
め
、
子
供
た
ち
の
登
下
校
時

の
見
守
り
や
防
犯
意
識
の
普
及
な
ど
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る
事
が
認
め
ら
れ
、
防

犯
功
労
者
と
し
て
吉
野
幸
雄
盛
岡
西
警
察
署

長
と
佐
藤
栄
一
盛
岡
西
地
区
防
犯
協
会
連
合

会
長
の
連
名
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 
 

写
真
左 

多
目
的
広
場
の
花
壇
の
草
取
り
を
す
る
参
加
者 

 

中
央
公
園
の
植
え
込
み
の
整
備
と
垂
れ
下

が
っ
た
桜
の
枝
の
伐
採
が
行
わ
れ
ま
し
た 

 

8
月
4
日
（
金
）
、
今
年
も
、
自
治
会
員

の
内
澤
浩
さ
ん
が
経
営
す
る
（
株
）
内
澤
建

設
さ
ん
（
上
厨
川
野
子
）
が
、
地
域
貢
献
事

業
と
し
て
、
大
釜
中
央
公
園
北
側
の
遊
具

（
ブ
ラ
ン
コ
・
す
べ
り
台
）
の
そ
ば
の
、
荒

れ
た
植
え
込
み
の
手
入
れ
と
垂
れ
下
が
っ

た
桜
の
枝
の
伐
採
を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

真
夏
日
の
中
、
4
人
の
社
員
の
方
々
が
、

暑
さ
を
も
の
と
も
せ
ず
作
業
に
取
り
組
み
、

昼
ご
ろ
に
は
付
近
が
す
っ
き
り
と
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

写
真
左 
真
夏
日
の
中
作
業
を
す
る
社
員
の
皆
さ
ん 

第
2
回
大
釜
南
ゆ
い
づ
く
り
推
進
会
議
が
行
わ

れ
ま
し
た 

7
月
28
日
（
金
）
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
推
進
員
11
名
が
出
席

し
て
、
5
年
度
2
回
目
の
地
域
防
災
・
福
祉
マ

ッ
プ
の
見
直
し
作
成
作
業
と
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
及
び
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
日
中
高
齢
者

の
み
の
世
帯
の
洗
い
出
し
と
要
援
護
者
に
対
す

る
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
編
成
表
の
確
認
と
打

ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。
保
健
福
祉
部
よ
り 


